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ワ〕ズワースのプリミテイヴイズム

長~尾 輝 彦

ワーズワースの ImmortalityOdoには，失われた幼年期の世界への

ノスタルジアと， それを一部なりとも大人の世界に取り戻すことができ

たという喜び一一喪失の悲しみと回復の喜びが， 下降と上昇の明確な軌

跡を描いて歌われている。

trailing clouds of glory 

do we come . 

Heaven lies about us in 

our infancy! 
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Hence in a season of calm 

weather 

Though inland far we be， 

Our souls have sight of that 

immortal sea. . . . 

Another race hath been， and 

other palms are Won. 
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At length the Man perceives it die away， 

And fade into the light of commonday. 

そしてこの図式は，単に ImmortalityOde にあてはまるだけでなく，

1798年に始まるワーズワース成熟期の全体像でもある。 1798-1799年の

Two-Part Preludeは Prelude執筆の本来の意図が何であったかをよ

く物語っている。それは Bから A'への上昇を模索する苦闘であった。
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北大文学部紀要

“Was it for this， 0 Derwent ... ?"という書き出しは，完成された

Preludeでは，哲学詩執筆が進まずに徒らに費されている日々に向けら

れた自責のことばになっているが， ここでは官頭に置かれることによっ

てもっと広いコンテクスト， すなわち1793年から数年に及ぶ失意と落胆

の日々に向けられたものとして読むことができる。「美しい Derwentの

流れが豊かな幼年時代を育んで、くれたのはこんなことのためであったの

か。いやそうであってはならなし、。今一度あの光の世界を記憶の中によ

みがえらせ， そうすることによって現在のこの失意と落胆を克服すべき

なのだj という詩人の自責の念が読みとれる。そしてそのあとに，幼年

期のエピソードがいくつもいくつもつなぎ合わされる。それが詩人をA'

へと導く光の源“fountain-light"となったのである。

このようにして彼が失意と落胆を克服し得た時のその境地は， 同じ噴

に書かれた TheRuined Cottageと TinternAbbeyの次のような一

節となって結品している。

She sleeps in the calm earth， and peace is here. 

1 w色11remember that those very pluines， 

Those weeds， and the high speargrass on that wal1， 

By mist and silent raindrops silvered o'er， 

As once 1 passed， did to my mind convey 

So still an image of tranquillity， 

So calm and still， and looked so beautiful 

Amid the weary thoughts which fi11ed my mind， 

That what we feel of sorrow and despair 

From ruin and from change， and al1 the grief 

The passing shews of being leave behind， 

Appeared an idle dream that could not live 

Where meditation was. 

(The Ruined Cottage， 512-14) 

that serene and blessed mood， 
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'7…ズワースのブ言ミティヴイズム

In'which the affections gentlylead uson， --' 

Unti1， the breath of this corporeal. frame 

And even the motion of our human blood 

Almost suspended， we are laid asleep 

In body， and become a living soul: 

Whi1e with an eye made quiet by the power 

Ofharmony，and the deep power of joy， 

We see into. the 1ife of things. 

(Tintern Abhey，41-49) 

これら誌いずれも印象的なー欝であるが， 同時に家た我々の知的理解を

寄せつけないものを持っている。今一ツが言うように「我々自身が作者

と周じ体験をどふむまでは十分に理解できないJ(I) という栓絡な持ってい

る。惑なるものと永遠の朝が意識される中で，現実の赤練々な毒事実は彰

のうすいものとなって速のき， もはや失章、や落患を与える力を持たな

い， 世界のヌド策的義への感謝と募ぴだけがすべてきどおおうよう

ある。神秘的，宗教的とも替える境地， しかしまたいかなる宗教かを特

定できない， もっと線諜的なところに位震をするような境地である。〈宮〉そ

れは1793年 Sarumの王子長までの幻憩体験に始まったと説明されている

が，それがワーズワ…λの中に詩人としての質命感女生み出した。ぞれし

は常人の自に見えない世界， それゆえ詩によって

い没界であると感じられたのである。

られるにふさわし

1器eem'dabout this period to have sight 

Of a new wor1d; a world， too， that was fit 

To be transmitted and made visible 

To other eyes. 

(The Prelude， XII. 369-73) 

Bから A'への世界観部護はこのようにLて達成され， それととも

に，Lyrical Balladsや LucyPoemsなどの一連の詩が生まれた。

して1805年に完成された Preludeは Aから Bia'緩て A'に歪るこ
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北大文学部紀要

の図式を， 自叙伝の形をとゥでたどうてみせている。第12;13巻のタイ

トル“Imagination[A]， How Impaired [B]. and Restor:ed [A勺"

は Prelude全体のテーマでもある。

E 

ワーズワースの詩の世界を根本で支えているのは， 知性の専制を逃れ

て幼年期の心に立ち戻ることができれば， 世界は再び元の調和を回復す

るにちがいないという信念である。彼はコールリッジがかかげる天才詩

人の資質“Tocarry on the feelings of childhood into the powers 

of manhood "(3) を文字通りに実践しようとした詩人であると言える。

その結果，彼が再現してみせる幼年期の躍動は， 頭の中で勝手に想像さ

れたもの， あるいは我々の既成概念の中にある子供のイメージとは，全

く異なる具体性と現実味を帯びている。それは，彼自身が説明している

ように， 我々の知性が十分に届かないような深みからすくいとられたも

のである。

The days gone by 

Come back upon me from the dawn almost 

Of life: the hiding-places of my power 

Seem open; 1 approach，and then they close. 

(The. Prelude， XI. 334-37) 

in the main 

It lies farhidden from the reach of words. 

(lbid.， III. 184-85) 

そうであってみれば， 彼の記述がしばしば不透明なものになるのは当然

のことと言える。

幼年期の心が何ゆえに貴重であるかを説明する Immortality、Odeの

一節は次のようになっている。

not indeed 
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For that which is most worthy to be blest; 

Delight and liberty， that simple creed 

Of chi1dhood ... 

But for those obstinate questionings 

Of sense and outword things， 

Fallings from us， vanishings; 

Blank misgivings of a Creature 

Moving about in worlds not realized. . 

子供特有の純粋な喜びゃ幸福感， 自由奔放，それこそが我々の常識が思

い描く無垢なる子供のイメージである。 しかるにこれは本質ではないと

説明されている。 さらにまた，幼年期を真に幼年期たらしめているもの

として列挙される questionings，fa1lings， vanishings， misgivings 

などのことばは，明確な意味を伝えてくることばとは言い難い。 しかし

これらのことはとりもなおさず， ワーズワースが幼年期の心を常識の域

を越えて深く内面的に探ったことの結果である。彼にとって幼年期の本

質は短いことばでは説明できない何か， 恐らくは，個々のエピソードを

いくつも重ね合わせてゆくことによってしか伝えられない何かだったの

である。 Preludeで語られる個々のエピソードにおいてすら，彼の記述

はしばしば不透明であり， 本質部分に対してはネガティブな説明になっ

てしまう。「何であるか」ではなく「何でなし、か」の説明になっている。

a dim and undetermined sense 

Of unknown modes of being ... 

. huge and mighty Forms that do not live 

Like living men.. 

Colours and words that are unknown to man 

To paint the visionary dreariness. . 

(1. 419-26) 

(XI. 309-11) 

Immortality Odeの一節についてL.Tri11ingは Freudを引用し
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て“oceanicsen紛 tion" に相当するものではないかと述べている J43

自己と外界の境界が明確に分かたれずに議動的であるような意識状鰭，

すべての宗教的機構の根底にあると考えられる意識で、ある。 プリミティ

ヴな宗教意識者ヒ想定する点ではL.Brismanも関じである。後はワ

ズワ…スが描く幼年期の体験の中で“fear"が大きな説震を出めている

ことに詮筏し， 宗教の起振には恐怖の感情が存在しているとする Vico

の説明を引き合いに出しているf〉確かに Preludeのニたどソードの中

で恐簡が占める位置は大きい。夜中にこっそり強人のボ…トにのり込ん

だ時の品ピソ…ド， また，かつて絞首刑が行なわれたという谷間に迷い

込んだ時の品ピソードなどを思い出せば明らかである。そのよそれは我

々がふつうに考える恐怖とは部のもの， 魂な育んでくれるもの，愛と共

感の心へとつながってゆくものとして説明されているJ6〉そのような恐

怖は宗教的なものとしてとらえるのが最も妥当であろう。

しかしなが 恐怖は幼年期のユピソードのずベてた包括する要素で

はない。スケートに興じた時のエピソードや，ふくろうの鳴きまねをす

る少年の品ピソ…ドなどを患い出峻ば明らかである。幼年期のエピソ

ドのすべてを程揺する共通点， いわばその最大公約数と替えるものは，

ワーズワースが匂ision，visionary"と呼ぶもの，すなわち吉然の事物

や風紫が子供のgに印象的なもの， ただならぬものとして映るという甜

語である。 J.A. Hodgsonはこの側腐を“defamiliarization"と呼んで

いる仰が， しかしそれは確な定義ではない。 defamiliarizationはそ

れに先行するものとして familiarの存在を読ま誌としている。しかるに

子供の認識は unfamiliarからスタートする。それ試諮には外界の事物

されていない。 “It was， in truth， / An ordinary sight" (XI. 

308f.) r.嵐長そ自体には何も特闘なものはなかったjというのは， 回想し

ている作者のことばである。子供の世界認畿は冷静に，客観的に行なわ

れるのではない。 さまざまな強い惑清， 恐怖や審び， 感動， 苦痛， 安

堵，額盟などがそこに参加して行なわれる。その結果，世界捻子供の心

に，それ自体としてでなく， その時その時の子供の感情と混じり合った
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ワーズワースのブぎミティヴイズム

形で概念イじされる。それはあたかも子供と投界との聞に，雨衰の合作に

なるうすいヴェールが介恋しているようなものである。そのヴェールの

ようなものをワーズワ…スは vision，visionaryと呼んだのである。

のようなヴェーノレに怨まれた世界は， 単なる物体として意識されること

はできなし、。それはさまざまな感情や表情を帯び，常に印象的に譲りか

けてくる生きた世界として意識される。このことは，Preludeのやにさ

しはさまれたワ…ズワース自身の説明がよく物語っている。

Ye Presences of Nature ... 

Haunting me thus among my boyish sports， 

On cavesand trees， upon the woods and hills， 

Impr部ぶdupon all forms the characters 

Of danger or desire， and thus did make 

The surface of the universal earth 

With triumph， and delight， and hope， and fear， 

Work like a Sea. 

the earth 

And common face of Nature spake to担e

Rememberable things.・場

(1. 490-501う

(1. 614ω16) 

このような側聞こそ，Preludeの中で語られるさまざまな品ピソードの

すべてを強揺する共通点である。そしてこの生きた世界，織りかけてく

る世界の生命，存症者は，乳神論の神の概念に似ているが， しかし衿の

概念にまで高め

るヵ:しカミ

いない。何やら得体の知れない存主E，生きてい

き物とは全く る{可か， “unknown Il10des of 

being"として意識されているa それはことばによって規定できない何

かであり， それゆえさ交ざまなこ ξばがそれにあてられる。 motion，

spirit (8)， pre8enCe (8)， tower， sentimentなどである。

ワーズワースのこのような説明は，ErnstCassirerが未開人の宗教恕
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識について説明する mana~taboo の概念に似通っている。カッシラー

は宗教的意識の生成発展をたどる際に， 最もプリミティヴな段階として

この mana-tabooを位置づけている。 mana-tabooの本質は極めて流

動的，“anonymous"であり，外界のどんな事物であっても，強い関心

の対象として無視し得ないものとなれば， 次々に manaとなり taboo

となってゆく。未開人の世界認識はここからスタートする。外界の事物

は mana，tabooとして意識の中にとびこんできてはじめて意識の対象

となる。 このようにして彼らの周囲には，神話的・宗教的な意味を帯び

た世界がっくり出される。 mana-tabooはまだ神の概念になっていない

が， しかしそこから神話的な神々がいつでも形象化され得るような雰囲

気を構成している。いわば神話的・宗教的に充電した場をつくってい

る。 mana-tabooの概念は mysteryということばに最も近いが， しか

し品詞さえ不明瞭であり， 本質的に知性のことばに翻訳不可能な概念で

ある。〈めこのような神話・宗教的現象を解明するためには，すべての宗

教の起源に恐怖の感情があるとするような前提は役に立たない。(9) もっ

と深い源，知的・客観的認識の下部にある全く異質の， プリミティヴな

認識形式(“mythico-religiousconsciousness") に分け入って考え

なくてはならない， とカッシラーは述べる。

カッシラーがこのように神話や宗教の問題に向かったのは， 人間精神

の自発的活動を客観的認識の下部にまでたどり， 認識論をより広い視野

に置くためであった。

It is one of the first essential insights of critical phi-

losophy that obejects are not “given" to consciousness 

in a rigid，finished state， in their naked “as suchness，" 

but that the relation of representation to object presup-

poses an independent， spontaneous act of consciousness. 

. The Philosophy of Symbolic Forms takes up thisbasic 

critical idea， thisfundamental principle of Kant's“Co-

pernican revolution，" and strives to broaden it.oO) 
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ワーズワースのプリミティヴイズム

一方， ワーズワースが行なった幼年期へのアプローチも， 同じように，

人間精神がよって立つその土台へのアプローチであった。それは啓蒙時

代の哲学が白紙と見なして無視した領域に分け入って， そこに人間精神

の深さを見出す試みであった。

Oh! mystery of Man， from what a depth 

Proceed thy honours! 1 am lost， but see 

1n simple chidhood something of the base 

On which thy greatness stands; but this 1 feel， 

That from thyself it is that thou must give， 

Else never canst receive. 

(The Prelude， XI. 329-32) 

詩人と哲学者が同じ試みに取り組んでいるのである。

市
血

ワーズワースは Prelude第11巻で，幼年期の心 (A)と，そこから最

も遠く離れてしまった時の状態 (B)を， 精神と外界の主従関係で説明

しようとしている。幼年期の心を見失った時，心は「自の専制」に支配

された。

The state . 

1n which the eye was masterof the heart， 

When that which is in every stage of life 

The most despotic of our senses gain'd 

Such strength in me as often .held my mind 

1n absolute dominion. 

(XI. 171-7.6) 

とれに対して幼年期の体験にあっては， 精神が主であると感じられた。

We have had deepest feeling that、the:mind

1s lord and master， and that uutward .sense 
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Is but the obedient servant of her will. 

(XI. 271-73) 

しかしながら， ワーズワースにとって， 外界と精神のいずれが主である

かという問題は， 目的ではなく，説明の手段である。彼の意図は，とに

かくも自らの体験の中にある二つの異なった認識形式一一幼年期の心

と，その後の習慣の力によって生じたもう一つの心の働きーーをはっ

きりと区別したいということである。

自の専制を述べた上の一節は， 表現の類似によって第13巻の次の一節

につながる。

The tendency， too potentin itself， 

Of habit to. enslave the mind， 1 mean 

Oppress it by the laws of vulgar sense， 

And substitute a universe of death， 

The falsest of all worlds， in place of that 

Which is divine and true. 

(XIII. 138-43) 

そしてこの一節はさらに， 内容の類似によって Excursionの次の一節

につながる。

The repetitions wearisome of sense， 

Where soul is dead， and feeling hath .no plate; 

Where knowledge， ill begun in dead remark、

On outward things， with formal inference ends. 

(IV. 620-23) 

つまり自の専制とは 18世紀的な分析的理性，冷たく固定した死の世界

を提示する認識形式である。 しかし幼年期の心には，そのような理性が

持ち合わせていないある力が秘められていた， とワーズワースは考え

る。彼は幼年期の体験を“hiding-placesofmy power 'トと呼び， ま

たそれを次のように説明する。

spectacles and sounds to which 
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1 often would repair and thence would drink， 

As ata fountain. 

(The Prelude， X1. 383-85) 

そこに宿る力， 彼がそこから泉の水のように飲むもの (drinkの目的

語)は何か。“visionarypower ということばが自然に浮かんで、くる。

Thence did 1 drink the visionary power. 

(The Prelude， I1. 330) 

そして， それが生きた世界，語りかけてくる世界をつくるものであるこ

とはすでに見た。

自の専制に対してこれは肌で感じ取るような認識と言ってよいかも知

れない。外界をただ目で見るのではなく体全体で受けとめるような体験

をワーズワースはいくつも描いている。

Oh! at that time， 

Whi1e on the peri10us ridge 1 hung alone， 

With what strange utterance did the loud dry wind 

Blow through my ears ! the sky seem'd not a sky 

Of earth， and with what motion mov'd the c10uds ! 

(The Prelude， 1. 346-50) 

Oh! then the calm 

And dead sti11 water lay upon my mind 

Even with a weight of pleasure， and the sky 

Never before so beautiful， sank down 

1nto my heart， and held me like a dream. 

in that si1ence， whi1e hehung 

Listening， a gentle shock of mi1d. surprise 

Has carried far into his heart the voice 

Of mountain torrents; or the visible scene 

Would enter unawares into his mind. 

-73 -
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北大文学部紀要

(V~ 406-10) 

そして体全体を通して心にしみ込んでくるようなこれら外界の印象は，

あたかも外界の属性であるかのように感じられるのであるが， しかしま

たそれは風景にきざまれた主観の感情， 主観の投影とも言い得るのであ

る。 ワーズワースはこのような認識の典型とじて，母親のぬくもり巴抱

かれた乳児の外界認識を想像じてみる。

towerful in all sentiments of grief， 

Of exultation， fear， and joy， his mind， 

Even as an agent of the one great mind， 

Creates， creator and receiver both， 

Working but in alliance with the works 

Which it beholds. 

(The Prelude， 11. 270-75) 

ワーズワースが説明Lょうとしているものは， カγシラーの神話的思

考の理論を参照することによゥてより明らかになる。 ヲーズワースが目

の専制と呼んでいるものは， カッシラーが言う理論的思考に属する認識

である。 ワーズワースがそれを否定的に見ている理由はあとの問題にす

るとして，カッシラーの言う理論的思考とは，我々の通常の意識を支配

している思考であり， そ1れは概念的に整合された世界に対してのみ働

く。事物の属性がすでに客観的なものとして固定されている領域(“a

world of physical :objects endowed with fixed and determinate 

qualities ") (11) に対して働く。ことばによって固定された世界(“a

world already prefixed by languageつ(12) と言ってもよlい。理論的
思考はこのような概念の世界で力を発揮する。 しかしまた一面で，外界

の事物はすでにことばと概念によって決定され， 固定されているのであ

るから， その意味で理論的思考が提示するものは，見る者に対して即自

的に存在する世界， 死んで固定Lた世界とも言えるし，また外界の法則

が精神を束縛すると言うこともできるわけである。

一方，本来は感覚印象の一様な流れ， 混沌であった世界から，言語を
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ワーズワースのプリミティヴイズム

つむぎ出し，概念的に整合された世界を用意するのは， 理論的思考とは

全く異質の思考形式一一ことばと神話の形成に働し 神話的思考によっ

て行なわれる。神話的思考が理論的思考と決定的に異なるのは，それが

極めて流動的な世界に働くということである。その結果，理論的思考がと

らえる事物の特性が，明確な輪郭を持ったもの，“objective"な特性で

あるのに対して，神話的思考がとらえるものは事物の“physiognomic"

な特性である。

Whatever ，is ， ~een or felt is surrounded by a special 

atmosphere ~ 'an .atmosphere. of joy or grief，uf anguish， 

of excitement， ofexultation or depression. Here we 

cannot speak of ‘things' as a dead or indi妊erentstuff. 

All objectsare benignant or malignant， friendly or 

inimical， familiar or uncanny， alluring and fascinating or 

repellent and threatening.(13) 

この認識は見る側の強い感情がそこに参加して行なわれるところに特徴

がある。そのことは，知性化した大人でも強い感情に支配された時に，

時としてこのようなプリミティヴな認識に立ち戻ることがあることから

も知られる。

If we are under the strain of a violent emotion we have 

sti11 this drarriatic conception of all things. They no 

longer weartheir usual faces; they abruptly change their 

physiognomy; they are .tinged with the specific color of 

our passions; of .love or hate; of fear or hope.(14) 

そしてこのプリミティヴな世界認識は子供の発達過程でもくり返され

る，とカッシラーは述べている。 ワーズワースが説明しようとしている

幼年期の心はこれであった。彼が“vision，visionary "ということばで

説明しようとしたのは，カッシラーが外界の“physiognomy" と呼ん

だものに他ならない。

Y e Presences of Nature . 
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Haunting me thus' amongmyboyiE:lh sports， 

On caves and trees， upon thewoods and hil1s， 

Impress'd upon all forms the characters 

Of danger or desire， and thus did make 

The surface of the universal earth 

With triumph， and delight， and hope， and fear， 

Work like a sea. 

(The Prelude， 1. 490-501) 

またその認識が， 主体の感情の強さだけを問題にする一方で、，感情の

内容の異質性を全く意識しないことも重要な共通点である。快・不快，

プラス・マイナスいずれの感情も， その強さによって同じように世界認

識に貢献する。これはプリミティヴな宗教意識の特徴であり， mana-

taboo の二重概念に反映されている。 mysterium tremendum と

mysterium fascinosumは常に同居している。そのなごりはラテン語

のsacerにまで、たどることができるとカ yシラーは説明している。(15)同

じようにワーズワー久も， 自然の働きかけを“gentlestvisitation " 

と“severerinterventions"の二つの側面に分けながらも，その目ざ

すところは同じだった(“haplyaiming at the self-same end勺と説

明しているb〈1めただ，幼年期を回顧するワーズワースの目には，恐怖や

悲しみといったマイナスの感情が同じように人格の基礎に貢献していた

という事実の方がより印象的で、あり， 人間存在の神秘のより大きなあか

しと感じられた。 Preludeの中で“fear"が大きな位置を占めている

のも，また “visionary dreariness " の体験が中心的体験として位置

づけられたのもそのためで、あったと考えられる。

カッシラーの哲学的考察は， ワーズワースの記述の不透明な部分に光

をあててくれるだけでなく， さまざまなエピソードを，相互に関連し合

う一つのまとまりとして見ることを可能にしてくれる。 カッシラーは神

話的思考の本質的特徴を“sympathetic"と規定している。我々の通常

の認識が， 対象に対する概念的判断や実践的関心をさしはさみ，外界を
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自己に対立するものとしで見るのに対Lで， 神話的思考は外界を自己の

延長として共感的に見る。そして外界とのこの“sympathetic"な関係

から，すべての原始宗教のトーテミズムの根底にある感情，“solidarity

of life" 1"生命の連帯意識」が生まれてくる。

the deep conviction of a fundamental and indelible 

so(idarity of life that bridges over the multiplicity and 

variety of its single forms.(17) 

さらにこのような連帯意識は， 大小貴賎を間わず，すべての生命形態が

等しく生命の尊厳にあずかっているとする， 原始共同体の独特の世界観

を形成している。

To mythical and religious feeling nature becomes one 

great society， the society of life. Man is not endowed 

with outstanding rank in this society. He is a part of 

it but he is in no respect higher than any other member. 

Life possesses the same religious dignity in its humblest 

and in its highest forms.けめ

カッシラーのこのような説明に即して， ワーズワースの記述をたどっ

てみることができる。自己と外界の“sympathetic"な関係は，乳児の

意識の記述の中で次のように言及されている。

The gravitation and the filial bond 

Of nature， that connect him with the world. 

(The Prelude， II. 263-64) 

外界が自己の延長であると感じられるような意識体験も述べられている。

1 forgot 

That I.had bodily eyes， and what 1 saw 

Appear'd like something in myself， a dream， 

A prospect in my mind. 

(1I. 368-'-71) 

同じ体験がさらに後年の回想でも次のように語られている。
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..... 1 was ofteri unaむletothink日ofexternalthings ashaving 

external existence; and lcommuned-witha:Il that 1 saw 

as something not apart from， but inherent in， my own 

immaterial nature. 

Immortality Odeの難解な表現“Fallingsfrom us， vanishings" 

も， 自己主外界の境界がとり払われるような共感的， 流動的な意識に言

及したものと考えることができる。そして自己と外界のこの“sym-

pathetic:~ な関係こそ， ワーズ:ヮースが幼年期の心の中から学び取りた

いと願ったものの中心点であったと言えよる。それは彼が自らの究極のテ

ーマを語った一節の中に読みとれる事実である。

the discerning inteUect of Man， 

When wedded to this goodly universe 

In love aIld holy passion， shallfind. ... 

(Prosρectus， 51-54) 

カッシラーの「生命の連帯意識」は， 指摘するまでもなく，“one

life"の信念としてワーズワースの中に登場してくる。

1 felt the sentiment of Being spread 

O'er al1 thatmoves; and all that seemeth sti11， 

O'er all ... 

O'er all that leaps， and runs， and shouts， and sings， 

Or beats the gladsome air， o'er all that glides 

Beneath the wave， yea， in the wave itself 

And mighty depth of waters ... in all things 

1 saw one life. 

(The Prelude， II. 420-30) 

また，カッシラーが説明する原始共同体的世界観は， “sympathetic " 

といういわば中心点から放射状に広がったところにできたものと言え

る。そのように， ワーズワースにおいても， この世界観は Prelude全

体に広がっており特定の一節に限定することが難しし、。 Prelude全体が
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そのような世界観を語っている。第8巻冒頭の描写一一Helvellynの山

ふところに抱かれた村人たちの描写は， その全体の縮図として意図され

たものと言える。大小，貴賎を問わずすべてのものの中に生命の尊厳を

感じる意識は， 知性のおごりが失ってしまったつつましい謙虚な心であ

る。 Helvellynの山ふところに抱かれた村人たちはそのような心によっ

て偉大であった。

How little They，they and their doings seem， 

Their herds and flocks about them， they themselves， 

And all that they can further or obstruct ! 

Through utter weakness pitiably dear 

As tender Infants are: and yet how great ! 

(VIII. 50-54) 

目の専制を逃れたあとに， ワーズワースの心の中に広がったのはこのよ

うなプリミティヴな感情，心の深層からわき出る感情であった。それは

自然の事物にも，また人間にも向けられて， ワーズワースの詩の中心的

なテーマになったのである。

To me the meanest flower that blows can give 

Thoughs that do often lie too deep for tears. 

(Immortality Ode， 206-7) 

deem him not 

A burthen of the earth! 'Tis nature's law 

That none， the meanest of created things， 

Of forms created the most vile and brute， 

The dullest or most noxious， shall exist 

Divorced from good - a spirit and pulse ofgood， 

A life and soul， to every mode of being 

Inseparably linked. 

(The Old Cumberland Beggar， 72-79) 

人類の同胞意識という， 啓示宗教の高い倫理性も，そのような感情から
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のみ生まれ得るとーワーズワースは考えた。

Those mysteries of passion which have made， 

And shall continue evermore to make， 

One brotherhood of all the human race 

Through all thehabitations of past years 

And those to come. 

CThe Prelude; XI.84-90) 

さて，カッシラーが説明する“sQlidarityof life"は，空間的な広

がりの中に存在するだけではなし、。それは時間的なレベルにおいても存

在する。すなわち死者と生者を結びつける連帯意識，死の事実性をしり

ぞける意識として存在する。原始宗教の祖先崇拝の根底をなす意識であ

る。

The fee1ing of the indestructible unity of life is so strong 

and unshakable as to deny and to defy the fact of death.(19) 

このような説明は“WeAre Seven "の少女を思い出させるが， ワー

ズワースは晩年の回想の中で， この感情を，彼自身が幼年期に体験した

ものとして語っている。

Nothing was more di伍cultfor me in childhood than to 

admit the notion of death. ... it came ... from a sense 

of the indomitableness of the spirit within me. 

この感情はPreludeの中で直接語られることはないが，恐らくは“one

life"の意識の中に含まれていたにちがいない。そしてそれが，人の死

に関わる体験(溺死者，絞首刑，父親の死， そしてふくろうの鳴きまね

をする少年のエピソードなど)の中に， 解明し難い微妙な陰影をつくり

出していたと思われる。ワーズワースが Sarumの平原で見たという幻

想の記述は，Preludeの中でも最も不透明な部分である。

It is the sacrificial Altar， fed 

白Withliving men， how deep the groans， the voice 

Of those in the gigantic wicker thri1ls 

- 80ー



ワーズワースのプリミティヴイズム

Throughout the region far and near， pervades 

The monumental hi11ocks; and the pomp 

1s for both wor1ds， the living and the dead. 

(XII. 321-36) 

ワーズワースはフランスで、見た無益な殺裁の対極としてこの幻想、を見た

のであろうか。死が死であるような世界に対して，死が死でない世界，

死者がよみがえってくるような世界を思い浮かべたのであろうか。 ワー

ズワースの幻想は， カッシラーが次のように記述する原始宗教の世界，

死者と生者が一つになった世界に似ているように思われる。

The men who celebrate such a festivity ... are fused with 

each other and fused with all things in nature. They 

are not isolated; their joy is felt by the whole of nature 

and shared by their ancestors. Space and time have 

vanished; the past has become the present.C20l 

Lucyの詩や RuinedCottageにおいてそうであるように，死が死で

ないことを語ろうとする時， ワーズワースのことばは啓示宗教の概念で

は把握できない不透明さを帯びてくる。その不透明なものを正面にすえ

た詩，それが ImmortalityOdeである。すでに引用したワーズワース

晩年の回想は， この詩のテーマとなったものを説明したものである。 ワ

ーズワースはそこで二つの感情に言及している。

Nothing was more di伍cultfor me in chi1dhood than to 

admit the notion of death as a state applicable to my own 

being. ... With a feeling congenial to this， 1 was often 

unable to think of external things as having external 

existence， and 1 communed with all that 1 saw as some-

thi昭 =notapart from， but inherent in， my own immaterial 

nature. 

そのこつのものがどのような意味で“congenial"であるかは，すでに

見たカッシラーの説明によって明らかである。その二つはともに，生命
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の連帯意識というプリミテヰウ、な感情であり， 一方はその時間的な相，

他方は空間的相だからである。そしてこのことはもう一つの事実を明ら

かにする。ワーズワースはこの二つのものにそれぞれ，“immortality" ， 

“abyss of idealism"ということばをあてるが， しかしそれは抽象的

な概念ではなく，彼自身が“feeling" と呼んでいるように，感情であ

る。しかも上に見てきたように mana-tabooの概念と同様，知性のこ

さばの中に正確な同義語を持たないプリギティヴな感 J情である。 hn-

mortality.、と呼べるのは比轍としてだけである。 Immorta.lityOdeが

誤解されてきた原因はここにある。~この詩は伝統的にプラトンの影響下

にあると考えられてきた。 しかしワーズワース自身はそれを否定してい

る。二つの immortalityの聞には微妙なちがいがあるのである。一方

は哲学の命題としての immortality，そして他方はプリミティヴな感情

の中にある immortalityである。そのちがし、はカッシラーの説明によ

って明らかになる。

there is a striking difference between the mythical belief 

in immortality and al1 the later forms of a pure philos司

ophical belief. If we read Plato's Phaedo we feel the 

whole e妊ortof philosophical thought to give clear and 

irrefutable proof of the immortality of the human soul. 

In mythical thought the case is quite di狂erent. Here 

theburden of proof always lies on the opposite side. If 

anything is in need of proof it is not the fact of 

immorta1ity but the fact of death.(21) 

imtnorta1ityとは mortalityの意識のあとに出てくるものである。 し

かるにこのプリミティヴな感情は mortality以前に位置している。兄妹

の死の事実を決して認めようとしない“WeAre Seven"の少女を思

い出せばよし、。ワーズワースが“Intimationsof immortality from 

recollections of ear1ychildhood "と言うその immortalityは， プ

ラトンの概念よりもはるかにそちらに近いものだったので-ある。
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N 

immortalityということばの使用に集約されるように， ワーズワース

が使うことばは， 本来知性のことばで表わせないものを，あえて知性の

ことばで伝えようとする試みであり， 詩全体は比喰構造になっている。

この点を見逃すと， ワーズワースの詩は， その崇拝者にとってさえ，容

易に非難や噺笑の的になってしまう。 ImmortalityOdeをめぐるコー

ルリッジのワーズワース批判はそのようにして行なわれている。

In what sense is a child of that age a philosopher? In 

what sense does he read ‘the eternal . deep '? In what 

sense is he dec1ared to be 'for ever haunted' by the 

Supreme Being? or so inspired as to deserve the splendid 

titles of a mighty prophet， a blessed seer ?(22) 

コールリッジだけではなし、。ブレイグは naturalpietyなどあり得ない

として， ワーズワースを“heathenPhilosopher" と非難した。(2J)J. 

S.ミノレも M.アーノルドもワーズワースの “bad philosophy" を指

摘している。(24) しかしそれでもなおワーズワースの比喰のことばは，彼

らの心の根源的な部分では正しく受けとめられていたのである。晩年の

ブレイクが ImmortalityOdeの一節を涙を流して聞いたという有名な

エピソードがあるし，また StephenPrickettが指摘しているように，

ミルとアーノルドという知的気質を全く異にする二人が， 感情に訴えて

くる力という同じ根拠でワーズワースの詩を崇拝していたことも意義深

し、。(25)

He laid us as we lay at birth 

On the cool flowery lap of earth. . . . 

Others wi11 strengthen us to bear -

But who， ah who， wi1l make us feel ? 

(M. Arnold， Memorial Verses) 

John Jonesは“Wordsworth，though no fool， was no phi1os-
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opher円 26) という大胆な発言をしたが，それはワーズワース詩の正しい

読み方について一面の真理を含んでいる。 ワーズワースの詩の陳述は説

明的で、あることが多L、。そのために我々はそこに知的な内容を想定しが

ちである。そして比機的に読むことを忘れ，文字通りの意味にとって当

惑する。 ワーズワース詩のこのような特徴は，ハズリットの批評に接し

た時のキーツの反応に反映されている。ハズリヅトはワーズワースの詩

“Gipsies" の陳述を知的なレベルで、読みとり， その内容の馬鹿らしさ

を指摘したのであるが，これに対するキーツの反応は次のようなとまど

いだった。

Now with respect to Wordsworth's Gipseys， 1 think he is 

right and yet 1 think Hazlitt is right and yet 1 think 

Wordsworth is rightest.(27) 

さて，読者の中にこのようなとまどいや， アンピヴァレントな評価を

生み出す原因となっているものを， 我々は以上の考察から， ワーズワー

スのプリミティヴイズムと呼ぶことができる。初めに見た図式に即して

言えば，幼年期の心を取り戻した時に成立する A'が，そのプロトタイ

プとなったプリミティヴな要素をそのまま色濃く残しているという特徴

である。もちろん A とA'は全く同じということはあり得なし、。その

聞には打ち消し難い溝“memoryleft of what had been escaped" 

(The Prelude， XL 369)がある。“Anotherrace hath been， and 

other palms are won とワーズワースが言うように， 到達点は出発

点と同じではない。 日の出の太陽が日没の太陽になるように，生命の連

帯意識は，幼年期の躍動ではなく，感動の涙をさそう“still，sad music 

of humanity"になっている。しかしながらそれは，共通点ほどには重

視されなし、。かつてあったものが一時見失われ，そして再び、回復された

というパターンの中で， かつてあったものと再び回復されたものは，殆

んど等価のものと見なされる。(28) J. R. de J. Jacksonが指摘している

ように， 幼年期の体験はヲーズワースにとってあくまでも手段であって

目的ではなかった。〈叫しかしそれは目的に劣らぬ重要性を持った手段で、
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あったのである。

それゆえ，A，B，A'の図式は，二つの世界観の対立に収数していると

言える。 AとA'はともに，世界を「意図されたもの」と見る意識，人

間存在を超えた何か， 永続する何かが人間存在を包んでいると意識する

世界観である。そのような世界観のもとでは，生存の苦悩，はかなさ，む

なしさは，世界の本質的善を損う力とならなし、。 これに対して B は，

生存の事実だけがすべてであるとする意識， 一切の迷信と虚構を排除し

て事実を事実として見ょうとする意識である。知性の発達がもたらす世

界観と言ってよい。 フランス革命は，そのような知性が到達した一つの

論理的帰結であった。 ワーズワース自身のフランス革命への熱狂も，時

代の流れと軌をーにしていた。彼の熱狂は， 自由と平等が自に見えない

世界にではなく， まさに事実の世界に実現され得るのだというその一点

に集中していた。

Not in Utopia， subterraneous Fields， 

Or some secreted Island， Heaven knows where， 

But in the very world which is the world 

Of all of us， the place in which， in the end， 

We find our happiness， or not at all. 

(The Prelude， X. 724-28) 

この熱狂の中で， 幼年期に見た世界， 自に見えないものの世界は，無用

のものとして沫消された。人類の理想が事実の世界に実現され得るので

あれば，それ以外にEんな世界が必要であろう。 しかしながらここに至

った精神は致命的な欠陥を持っていた。熱狂がひとたび失意と落胆に変

わった時， そこには世界の本質的善を保証してくれる何物も残されてい

ない。赤裸々な事実があるのみで，慰めはどこからも生まれてこないと

思われた。 ワーズワースが経験した精神の危機はそのようなものだっ

た。

その時に幼年期の世界がクローズアップされ， これこそが真の世界，

光の世界であったとして， 今の偽りの世界，暗やみの世界に対比された
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のである。それは，愛と共感7 つつましい心によって成り立つ世界，

えられたものを常に義畿のものとして感謝をもって受け取る心がっくり

d出す世界， これまこ対して飽ガは， 分析と批判，ブライドがっくり出す世

界，真理を愛する以上に，不正当どあばくことに姦び主主莞出す人々の設界

る。 しかしそれはついには失意と落践を免れ得ない世界である， と

感じられた。E制

従って Bから A'への上昇は， I退去の後権Jと言い換えることがで、

きる。人間の精神にとって絶対的な過去はあり得ない， とカッシラ}は

述べている。 ブリミティヴな思考形式はやがて環論的思考にとってかわ

られる。理論的思考は，言語の中iに残っているプリミティヴな農芸惑を切

り落とし， 正確な客観的認識のための道具なっくり上げることに全力を

傾ける。 しかしその過程は，蔀のものを捨て去るのではなく，過去を自

らのうちに鵠摂する形で有なわれてゆくと説拐している。

The surpas詮ingofa particular form is made possible not 

by the vani語hing，the total destruction， of this form but 

by its preservation within the continuity of consciousness 

as a whole; for what constitutes the unityand totality of 

the human spirit is precisely that it has no absolute 伊 st;

it g拭hersup into itself what has passed and preserves it 

as presentPl) 

ワーズワースが目ざしたのは， このような人爵精神の本来の姿を回議

することであった。啓蒙時代の極端な知性億仰は，過去との断議が可能

で、あるかのような錯覚を生み出した。

I had hope to see， 

I mean that future times would surely see 

The. man to come parted as by a gulph， 

From him who had been. 

(ThePrel努de;XI.57-60)

しかしこの知性の専制が， 革命理念の崩壊を契機に，心の中に耐え難い
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精神の空白をつくり出した。その空白をうめるべく彼は，何ものかを，

いや何でもよい，世界の本質的善を保証して， 彼の渇望をいやしてくれ

るものを求めたのである。そして，孤立した知性は何もなし得ないと判

明した時に，幼年期の世界がよみがえってきた。迷信としてしりぞけら

れていた過去の世界がよみがえってきたのである。

I'd rather be 

A Pagan suckled in a creed outworn 

So might 1， standing on this pleasant lea， 

Have glimpses that would make me less forlorn. 

(“The world is too much with us，" 9-12) 

Excursionの第4巻は，専らこの立場の表現に向けられている。ワー

ズワースはそこで， 異教の偶像崇拝も啓示宗教も全く区別しなL、。共に

等しく過去の価値，人類の知恵を体現したものとして見ている。そし

て， 科学の発達や社会の進歩が，そのような過去の価値を切り捨てる形

でしか行なわれ得ないのだとしたら， それは無知と迷信の時代にも劣る

むなしい営みであるということを，熱をこめて語っている。彼のプリミ

ティヴイズムは， 急激な社会変化の時代の入口に立って，過去の評価と

いう重要な問題を提起したのでイある。
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